
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ９月３０日（金）、郡山市民文化センターで行われた郡山市小中学校合奏祭において、本校の

特設合奏部は、ベートーベン作曲「コリオラン序曲」を心ひとつに演奏し、昨年度からステッ

プアップの「銀賞」を受賞しました。子どもたちには、すばらしい演奏を披露していただき感

動と感謝の気持ちでいっぱいになりました。また、これまで支えていただきました保護者の皆

さまにも心から深く感謝申し上げます。 

                        

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 

平成２８年１０月５日  №１７ 文責 校長 鈴木 久 

 

  《教育目標》 

『豊かな心と総合的な学力を身に

つけた、たくましい児童の育成』 

あ 明るいあいさつをする子ども 

か 考えをもって学び合う子ども 

ぎ 気持ちよく運動する子ども 

郡山市小中学校合奏祭、特設合奏部「銀賞」受賞！ 

審査員の講評の一部です 

冒頭部の弦楽器の音色は実にすば

らしいものがありました。昨年に比

べてずいぶん良い方向に変化しまし

たね。「数は力なり」。力を合わせて

いくと、こんなすごい音楽ができる

んですね。気魄みたいなものを感じ

ました。細かい点での難点はありま

したが全体として立派にベートーベ

ンの音楽を表現していることがすご

いです。緊張感が伝わりました。 

緊密で集中力のあるアンサン

ブルを展開されており、豊かで工

夫した表現が印象的でした。ダイ

ナミクスによる表現のイメージ

も全員に共有されており、オーケ

ストラ全体による幅広い音楽づ

くりも魅力を感じました。全体と

して管楽器セクションと弦楽器

セクションがブレンドされると

更に全体に統一感が出るかなと

感じました。 



 

 

 

 

 

 校内の授業研究会が始まりました。今回は、４年２組の国語の授業、物語教材「ごんぎつね」

を公開しました。子どもたちは物語に登場する「ごん」と「兵十」にどっぷりと浸り、それぞ

れの心情を読み取りながら、さらに深めていく姿が見られ、子どもたちの「ことばを見つめる

目」「ことばを感じる心」がこんなにも育っているのか驚かされるばかりでした。子どもたちは、

授業を楽しみ、友だちと学び合い、高め合いながら確実に知力を磨いています。 

 １０月４日(火)には、郡山市内の国語の先生方が来校（小学校教育研究会国語部会）され、

子どもたちの「聴く態度」「話す内容」「聴ける学級」「話せる学級」に感動されておりました。 

授業を楽しみ、学び合い・高め合う姿が見られます！ 

ごんと兵十の気持ちの変化をとらえ、だまって

うなずいたごんの気持ちと、火縄銃を取り落とし

た兵十の気持ちを読み深めていく子どもたち。 

１０月４日の小学校教育研究会でも多くの先生方を前

に、学び合い、高め合う授業が展開されておりました！ 


